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「総合的な学習の時間」における児童の学びを深める教師の支援に関する研究

―児童にとって有意味な学びとなることをめざして―

広島市立五日市小学校教諭 久 保 田 健

Ⅰ 問題の所在

特色ある教育活動の展開や自ら学び自ら考えるな

どの［生きる力］の育成をめざして創設された「総

合的な学習の時間」では，学習観や指導観の転換が

必要となってくる。小学校学習指導要領総則第１章

第３の２には，その時間のねらいが次のように示さ

れている。

( ) 自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体1

的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力

を育てること。

( ) 学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決2

や探究活動に主体的，創造的に取り組む態度を育

て，自己の生き方を考えることができるようにす

ること。

このねらいから 「総合的な学習の時間」における，

教育活動の特性は，児童が自己の興味・関心等にも

とづいて，試行錯誤をしながら，自己の問題を自分

なりに解決することであると考える。そして，この

時間の活動を通した児童の学びとは，学校で学ぶ知

識を自らの生活と結び付け，自己の生き方を考える

ことであり，そのためには，この時間の学びが，児

童にとって生き方や生活するうえで有意味なものと

なることが重要であると考える。

過去の自分の実践を振り返ってみると，児童の追

究活動が停滞したり，深まらなかったりという課題

が残っている。その要因を考えると，児童が課題追

究するもののその活動が主体的，創造的なものでな

かったり，具体的な活動や体験をするもののその活

動成果を有意味な学びへと結び付けることができな

かったりしていることなどが挙げられる。

そのことは，教師の「学習の支援者」としての働

きかけなどと大きく係わっていると考える。

そこで本研究では 「総合的な学習の時間」の授，

業実践を通して，児童の学びが，児童にとって有意

味となるための教師の支援の在り方について追求す

ることとした。

Ⅱ 研究の方法

「総合的な学習の時間」の特性や学習活動の展開

に関する基礎的研究をもとにして，児童にとって有

意味な学びとなるための教師の支援を基盤とした授

， 。業実践を行い その結果について分析・考察を行う

Ⅲ 研究の内容

１ 授業実践の構想

広島市立Ａ小学校第３学年（ 名）を対象とし139

た，テーマ名「大好き○○町おうえんたい！ ～じ

まんのまち○○町再発見の巻～」の活動計画を作成

した（表１ 。）

活動計画の作成に当たっては 活動のねらいを 自， 「

分たちの学習活動でのもの，こと，人とのかかわり

合いを通して地域のよさや人々の地域に対する思い

や願いを知り，住みよいまちづくりをめざす」と設

定した。児童がこのねらいにせまる有意味な学びを

実現することができるよう，支援の重点を次のよう

に考えた。

○めあてや目的意識をもって追究活動ができるよ
うに，児童の思いや考えを見取り，言葉かけを
する。
○活動を振り返り，成果を自覚することができる
ように「振り返りプリント」を活用する。
○活動の成果をとらえ直すことを通して，分かり
直しができたり，新たな課題をつかむことがで
きたりするように，児童相互の伝え合いの場を
設定する。
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表１「大好き○○町おうえんたい！ ～じまんのまち○○町再発見の巻～ （全 時間）」 29
テーマのねらい
自分たちの学習活動でのもの，こと，人とのかかわり合いを通して，地域のよさや人々の地域に対する思いや願いを知り，住みよいまちづくりをめざす。
時 活 動 内 容 活 動 形 態
〇オリエンテーション 学年一斉

ふ １ ・学習の意義、方法などについて概要を知る。
・２年生の「まちたんけん」を思い起こし，さらに時間をかけてやってみたいことを出し合う。

れ ・出された意見をもとに，自分がやりたいことを決める。
○再発見タイム 課題をもとに編成した

る ４ ・同じ場所を選んだグループで集まる。 グループ
・決めたことをやってみる。

つ 学年一斉◎交流タイム１
・発見したことを発表したり意見交流したりする。１
・発表した内容や意見をもとに，調べたいことを決める（課題の設定）か 。
もっと調べたい どうやったらできるのだろう ○○を知りたい もっと○○を知りたい

む ２ 〇計画タイム 課題をもとに編成した
課題によって再編成されたグループで集まり，調べる計画をたてる。 グループ
○しらべタイム１ 課題をもとに編成した

し ４ ・グループで協力して，計画に沿って調べる。 グループ
◇予想される児童の活動の様子 計画通りに進む 新たに調べたいことが出てきた うまくできない

課題をもとに編成した◎交流タイム２
ら グループ・調べたことについてグループで発表したり，意見交流したりする。

・思ったこと，気付いたことなどを交流し合う。３
・新たな疑問をつかむ。
・自分の課題を練り直す。べ
○しらべタイム２ 課題をもとに編成した

６ ・計画を立てる。 グループ
る 地域のよさを知る 店の人の思い，願い，工夫，努力などを知り，地域（地域の人）に対する自分の考えをもつ

・グループで協力して，計画に沿って調べる。
ま 課題をもとに編成した◎まとめタイム
と ２ グループ・調べたことから，店の人の思い，願い，工夫，努力などについて意見交流する。

・調べて分かったことから，地域に対する自分の考えをもつ。め
・地域の人の思いや願いから，自分たちにできることを考える。る
・地域のよさをつかむ。・
・自分たちにできることを考える。つ ６

な ○大好き○○町おうえんたい！
ぐ 自分たちにできることを考え，実行しよう（おうえんたい報告会）。

２ 授業実践の概要

( )「ふれる段階」の児童の活動1
児童は，第２学年生活科での「まちたんけん」を

想起し，もう一度行ってみたい場所ややってみたい

ことを検討し 「再発見タイム」でフィールドワー，

クや実践活動に取り組んだ。

( )「つかむ段階」の児童の活動2
児童は 「交流タイム１」において 「再発見タイ， ，

ム」の成果を交流し，それぞれが興味をもったグル

ープに分かれ，活動のめあてや内容を検討した。表

２は，その活動グループを整理したものである。

･･････グループ表２ 活動別グループ G
グループ 人数

10コンビニグループ
( ) ( )魚屋さんグループ１，２ ８ ，７G1 G2

おもちゃ屋さんグループ ４
お花屋さんグループ ５

( )★ １， ５ ，ケーキ屋さんグループ ２ ( )G1 10G2
おかしクッキー作りグループ ５
図書館グループ ４
ゲートボールグループ ６
八幡川での遊びグループ ５
八幡川の野鳥グループ ４

10いろんなお店のお手伝いグループ
おすし屋さんグループ ４
レストランでお料理グループ ４

11八幡川をきれいにグループ
野球のできる場所探しグループ ７

( ) ( ) ( )パン屋さんグループ１，２，３ ９ ，８ ，G1 G2 1 0 G 3

「しらべる段階」の児童 の活動( ) (3 ケーキ屋さんグループ ）2
「ケーキ屋さんグループ２」は，ケーキを作らせ

てもらいたいという目的で 「ふれる段階」での再，

発見タイムで３軒のケーキ屋さんをまわったもの

の，いずれもケーキを作らせてもらうことはできな

かったグループである。しかし，３軒目のケーキ屋

さんで人気のあるシュークリームに出会い，その味

にこだわり，味のひみつを探ることをグループの課

題とした。次のＡ児もそのグループの一人である。

○ Ａ児の活動の様子（場面１）

この場面は，Ａ児を中心に児童と教師との対話に

より活動が展開するが，児童も教師も課題の「解」

を求めることばかりにこだわり，活動で獲得したも

のを児童にとって意味のあるものとして意識化させ

ることができなかったと考える場面である。すなわ

， （ ， ）ちこの場面では 味のひみつ 特に 隠し味は何か

を，店の人への聞き取りや店の中の観察などから追

究してきたものの，児童が納得できる「解」が得ら

れていないと考える。そこで，教師は活動の停滞を

打破する手だてを考えた。

Ａ児は，ケーキ屋さんでおいしいケーキをつくり

たいという思いが特に強い児童である。図１は，こ
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図１ Ａ児と教師とのかかわり合いの実際（場面１）

教師の見取りと言葉かけ 児 童 の 活 動 児 童 の 発 話

「そしたら、明日は、お客さんが来てたら、
お客さんに聞いてみる。」

「今度はインターネットとかで、他のケーキ屋さん
とか調べて、Ｍ店のケーキとかを比べてみたい。」

・このままだと解は得られないだろう。
＜方法の有効性＞・活動が停滞するだろう。

・主体的な活動になりにくいだろう。
味のひみつを知りたい

「ここのケーキは人気があるということは、
お客さんがいっぱいくるんよね。」

お店やお店の人に対する見方や考え方を広げ，
深めるきっかけになるだろう。

Ｓ１

Ｔ１

Ｔ２

Ｔ３

Ａ１

Ａ２

「ここのケーキ屋さんは，これだからいいっていう
ようなことが，いっぱいわかるかもしれんね。」 「ここのケーキはあまり甘過ぎなく，甘さがおさえて

あるから好きですとか。」

「インタビューはうまくできたけど，
味のひみつは分からなかった。」 Ｂ児

〈インタビュー活動後〉

「どうだった，いろいろわかった？」

「何を聞くかによって，何が分かるかが決まってくるよね。」 「何で，Ｍ店のケーキが，好きですか？」
「どんな答えが返ってくるかな？」

「好きなものがいっぱいのっているからとか・・・，
お店の人が言ってたけど，抹茶のスポンジとかがあって，
人によって抹茶のスポンジが好きとかあるって。」

「なるほど。他にはどうかな？」

「違う店と比べてどこがおいしいですか？」
常連客とそうでない客とでは，答えが違うだろう。
初めての客は，店の雰囲気等も答えてくれるだろう。

「初めて来るお客さんは，ケーキのおいしさはわからんよね。」 「わからん。
お店を出たときに，感想は？とか，
どっちが見た目でおいしそうですかとか・・・」

「どうだった，１回目のインタビュー？」

「すごくよかった。」「お客さんが言ってくれたことの中に
みんなの知りたいことはあった？」 「どうして好きなんですかって聞いたら，

おいしいからって答えてくれた。」「どうしておいしいんかな？」

「秘密がある。 私たちが、そんなことをね。お客さんに
聞いたら，他のケーキ屋のスパイって言われるかもしれん。」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
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Ｔ５
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Ｔ８

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
計
画

Ａ４

Ａ５

Ａ６

Ａ８

Ａ９

Ａ３

味の秘密を
知る手がかりが
得られて
いない

Ａ７

の場面におけるＡ児の活動・発話や教師の見取り・

思い，言葉かけを時系列にまとめたものである。

味のひみつを知りたい（Ｓ１）の課題をもちケー

キ屋さんを訪ね，インタビューしたが，味のひみつ

を教えてもらえなかった。そこで，Ａ児はインター

ネットを使って調べようと他の児童に働きかけた

（Ａ１ 。他の児童もその提案に興味を示した。）

しかし，教師は，インターネットで調べるという

方法では課題（Ｓ１）を充足させる解は得にくく，

活動が停滞するだろうと予測し，お客さんへのイン

タビュー活動へと導く言葉かけをする（Ｔ１ 。そ）

れは，お客さんにインタビューすることによって児

童の関心が「味のひみつ」から「味をつくりだして

いるもの（ケーキや店の人のよさ・魅力 」へ向か）

うのではないかと考えたからである。Ａ児は，この

教師からの提案に対して 「そしたら，明日は～お，

客さんに聞いてみる （Ａ２）という賛成の意志を。」

， ，示し それをきっかけに他の児童も賛成の意を表し

お客さんにインタビューする活動が設定されること

となった。

， 「 。」また 教師の ～いっぱいわかるかもしれんね

（Ｔ２）などに対して，Ａ児は 「何で，Ｍ店のケ，

ーキが好きですか」や「違う店と比べて，どこがお

いしいですか」など，インタビューの項目を次々に

提案した。Ａ児のこの活動に対する積極性と期待感

がうかがえる。

なお，このグループが考えたインタビュー項目は

次のとおりである。

表３ インタビュー項目
全①この店で買うのは初めてですか？
員②今日はどうしてケーキを買いに来たのですか？
初③どのケーキを選んだんですか？
め④選んだわけを教えてください？
て⑤他のケーキ屋さんとＭ店のケーキの見た目はどう違いますか？
の⑥その他このお店の感想がありますか？
人
初③よく来るのですか？
め④何でＭ店のケーキが好きなんですか？
て⑤他のケーキ屋さんとＭ店のケーキ屋は，どこがどのように好きな
で んですか？
な⑥Ｍ店のケーキで，みんなに教えてあげたいのは，どのケーキです
い か？
人⑦その他このお店に感想はありますか？

活動では，４人のお客さんに話を聞くことができ

た。表４は，児童がインタビューで聞き取ったこと

を整理したものである。

インタビュー後の児童の記録をみると 「おいし，

いから」や「味が上品だから」などのケーキの味の

特徴ばかりでなく 「従業員さんの対応がいい」や，
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表４ インタビュー結果
質問の概略 お客さんの答え（初めてでないお客さん４人）
①来店状況 初めてでない （全員）。

子どもへのバースデイケーキに。
②ケーキ購 お見舞いにもっていく。
入の理由 病気の子どもへのおみやげ。

会社のお姉さんたちに頼まれて。
③利用頻度 よく来る （全員）。
④Ｍ店のケ おいしいから （２人）。
ーキを好 子どもが好きだから。
む理由 会社の女の人たちが好きだから。

、 。（ ）⑤他店との シュークリームがおいしいし 安心して買えるから ３人
比較 味が上品だから。
⑥すすめた シュークリーム （３人）。
いケーキ どのケーキも全部。

感じがいい（２人）。
⑦その他の 従業員さんの応対がいい。
感想 お客さんへの接し方がていねいで，上品で感じがいい。

「お客さんへの接し方がていねいで，上品で感じが

いい」など，ケーキを売る側である店の人の魅力な

どについても記している。当初の教師の思いにせま

るものに児童は気付いているものの，インタビュー

の成果として児童が挙げているものは，Ｂ児の「イ

ンタビューはうまくできたけど，味のひみつは分か

らなかった」に代表されるように“隠し味は何か”

から超えるものとなっていないことが分かる。

（ ）( )4 「 」まとめる・つなぐ段階 の児童 ケーキ屋さんグループ 2

の活動

当初この段階の活動は，これまでの活動成果（地

域のよさや人々の地域に対する思いや願いは何か？

に対する解）を検討し，その結果をまとめるととも

に，自分たちにできることを考えたり実践したりす

る活動であった。しかし，このグループは活動の前

段にまで達していなかったため，ケーキ屋さんのキ

ャッチフレーズを考える活動を設定することとし

た。

このキャッチフレーズづくりに当たっては，児童

に対して，これまで書き残しておいた活動記録を参

考にするよう働きかけた。なお，表５は，この記録

の一部をまとめたものである。

表５ 活動して分かったこと
分 か っ た こ と

再 ①ケーキを作ることはできない
発 ②たくさんのおいしそうなケーキがあった
見 ③アニメキャラクターのケーキがいっぱいあった
タ ④きれいなお店だった
イ ⑤午前中は仕事が忙しい
ム ⑥お店の人がとても親切だった
⑦ケーキを作っているところに入ることはできない
調 ⑧シュークリームは１日に６００個売れる
べ ⑨ケーキは１日に２００個売れる
タ ⑩いろいろなトッピングがあった
イ ⑪プリンやゼリーは６月からよく売れる
ム ⑫クッキーは３月～４月によく売れる
１ ⑬土曜日にお客さんが多い
調 ⑭アニメキャラクターのケーキは全部手作りである
べ ⑮絵をかいて持ってくれば，それをケーキにしてくれる
タ ⑯毎日５０人のお客さんが来る
お客さんが注文しやすいように，キャラクターのケーキを写真にしてたくさん置いてあるイ ⑰

ム ⑱季節に合わせてフルーツの種類を変えている
２ ⑲お店に花が飾ってあった

この記録から分かるように，児童はこれまでの諸

活動を通して，販売されているケーキの特徴（②③

など）や売れ筋（⑧⑪など ，店の人の働きぶりや）

工夫・努力（⑤⑮など）についての気付きを残して

いたのである。この活動記録が十分生かされていな

いことが，活動を深めさせ，より有意味な学びとす

ることができなかった原因の一つであると考える。

○ Ａ児の活動の様子（場面２）

この場面は，教師も加わって，先のキャッチフレ

ーズを検討し合う場面である。また，図２は，その

活動場面におけるＡ児の活動・発話や教師の見取り

・思い，言葉かけを時系列に示したものである。

， 。以下は そのグループのＡ児の活動の様子である

教師の発話「～けちじゃけん教えてくれんかった

んかね？ （Ｔ９）に対して，Ａ児は「けちじゃな」

い～ （Ａ ）と強い口調で否定した 「～どんな。」 。10

」（ ） ，「 ，ふうに働きよった？ Ｔ に対しては もう10

一生懸命～ （Ａ ）と，① お店の人のケーキ。」 11

作りに対する真剣な姿勢や，集中してケーキを作る

様子について身振りを交えて答えた。他の児童も同

様の身振りを交えて，お店の人の様子を表現した。

その後の教師の問いかけに対して 「～明るくむか、

」（ ），「 。」えてくれた Ａ ～お客さんが大切だから～12

（Ａ 「一生懸命作ってて～いつもお客さんに明13）

るくしてる （Ａ ）などの，② お客さんを大。」 14

， ，切にし 気持ちよく店を利用してもらおうと努力し

工夫しようとするお店の人の思いを，自分なりに語

っている。このように，児童は自分たちの調べたこ

とから，お店の人の仕事に対する姿勢（下線① ，）

思いや願い（下線②）に意識を向けている。

次に，教師は，お店の人の心情に対する自分なり

の考えを表現させるために「～キャッチフレーズを

考えてみたら Ｔ と働きかける 児童は ベ。」（ ） 。 ，「14

リーグッドのケーキ屋さん 「ベリープッチなケー」

キ屋さん 「ミニバースデイ」などのアイデアを出」

した。Ａ児のキャッチフレーズには，お客さんを大

切にし，集中してケーキを作り，明るくがんばって

いるお店の人の生き方に共感する気持ちが表れてい

る（Ａ 。15）

その後の話し合いで，児童は，お店やお店の人の
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図２ Ａ児と教師とのかかわり合いの実際（場面２）

教師の見取りと言葉かけ 児 童 の 活 動 児 童 の 発 話

「がんばり，一生懸命さ，真剣さ （Ａ ）を劇化」 16
して伝える中で，自分の気持ちを表現した。

この一連の発話を振り返ってみると “お店やお，

店の人たちは，味のひみつを探るための情報源”と

いう見方から “味のひみつを守り，真剣にケーキ，

作りに励む自分たちの町のケーキ屋さん”という見

方に変わり，そのケーキ屋さんに対する自分の考え

が，キャッチフレーズに集約されていると考える。

３ 授業実践から見えてきた教師の支援の視点

「総合的な学習の時間」における学びは，児童が

自己の生き方や生活を豊かなものにするための有意

味な学びであるべきことは先述した通りである。こ

の観点に立つとき，本実践から教師が支援するうえ

の留意点を次のように整理することができた。

( ) 活動成果の記録と活用を図るための支援1
児童の活動は何らかの目的（めあて）をもったも

のであっても，その成果はすべてが児童の内面や認

識の中に残るものではなく，剥落するものも多い。

そこで，活動の成果を何らかの方法で残していくこ

とが大切であることを，今回の実践で再認識するこ

とができた。加えて，記録したことが活動を発展・

深化させるうえで意味のあることに気付かせる，言

い換えれば，記録を形式的な作業としてでなく，活

動の成果や課題を明確にしたり次の活動の見通しを

検討するための指標づくりのための作業として行わ

せることが大切である。そのためには，児童の様々

な気付きを整理したり，その気付きに意味を見出す

よう児童に伝える教師の言葉かけが重要であり，自

分自身にとってその在り方を探ることが，今後の実

践課題となる。

( ) 相互交流の場を活性化させるための支援2
今回の実践では，児童の学びをより有意味なもの

にするために，相互交流の場を実践計画の中に意図

的に設定した。しかし，その実態は当初のねらいに

迫るものとは言い難い状況であった。児童は同じ目

的で活動しても，実践に見られるように，多様な気

付きをしている。それは，ものの見方や考え方が少

なからず異なるためではないかと思う。相互交流の

場において，教師は児童は何に気付いているのかだ

， ，けでなく どうしてそのような気付きに達したのか

児童のものの見方や考え方を掘り起こし，児童が共

有化できるよう言葉かけを行うことが重要であるこ

とを認識することができた。加えて，相互交流の特

性を生かすことによって児童の学びが深められるよ

う，児童の多様な気付きをどのように結び付けたり

比較したりするかが重要で，その具現化を図る方法

を探ることも，また今後の実践課題となることがわ

かった。

Ⅳ 研究のまとめ

本研究を通して 「総合的な学習の時間」におけ，

る児童の学びを深めるための教師の支援の在り方を

振り返るとともに，その実践上の課題を明らかにす

ることができた。

， 。今後も 課題の解決に向け実践を深めていきたい


